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2 重見式給水加熱装 trl に装備された。

細管式給水加熱装置は Ijfl放式中の制緩式であって，

住山式と問機l!R:7.fOII のiÌÍJ75に加熱 タ γ クを装備しタ

ンク内に多数の刺!I管を設け， シ リ ソダよりの排気は

この細管内を通して周凶の水を瓶める。給水ポンプ

吸込管はタ γp 内ヒ層部の十分あたたまった水を吸

一吉一イア巴'77五') 込むように， 浮子式給水取入装置が設けてある。
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管によってふた (2) の入口から a 室に入り a 室内加熱智(全

加l鮒の士約洋)をとおってふた (3) の b 室に至り，折返して
ふた (2) の c 室上部にもどり，再び c の下部から d に， d から

e にと給水加熱球内を 2 往復する聞に加熱され視水となり，ポ

イラ逆止め弁を経てポイラに注入される。シリンダおよひ:1i日助

機の排気を導入する蒸気取入口 (14) は蒸気の直接l噴射によ って

加熱管が出傷する ことのないように，多数の小穴から分散して

加熱器胴内に入るようにしてある。目同内に入った排気は加熱管

を経て*に熱を伝え， ドレンとなって底部ドレン管(15) から導

管を経て外部に放出される。この加熱線で加熱された給水の温

度は，シリ γ ダにおける蒸気消白金(カットオフの割合) ， 給水

量(給水ポ γ プ行程数)によって遣い一定しないが， 実験の結果

80-90'C くらいであり数% の燃料が節約になる。

ウ エヤ一式給水加熱器は国鉄本庁形と大i司小奥であり ，国鉄

のものはこれを基としたのである。

給水加熱装置は一般には給水ポ γプによるポイラ給水装置仁

装備しているが，重 ( しげ) 見式給水加熱器はイ γゼクタの繰 111.

管に装備したものである。凶-2 はその概要を示したもので， 加

熱総 (1) は制I!長い円筒状でポイラ胴にそって左右外側上部に設

ける。インセ，~ !/ 9 からの給水は二又継手で分けられ， 左右加熱

総の後方から入札加熱管 (7) 中をとおる間に周凶の排気によ

って温められ前方に出て， 左右のものが 1 本にな って逆止め弁

(2) を経てボイラに注入される。シリ γダ排気は前方から加熱

総胴内に吹き込まれ， 加熱管を経て給水を温めドレンとな っ て

後方のドレ γ管 (6) から排出 される。この式は設備費は安 < C 

10 ・ Ell 形に装備されたが， イ γゼタタによる給水はすでに相

当高温になっており， 1m熱効果が少ないのでその後撤去された。

住山式給水加熱装置は開放式中の混和式(直接式)であり，炭

水車水タ γ クの前方の一部を仕切 っ て ， その中に加熱タンク

を装備しシリンダ排気を吹き込んで水と混合し， これを給水ポ

ンプによってポイラに給水する。加熱タ γ クは低瓶および高視

の 2 室に分割してあり ，水タソクからの水は冷水収入管から低

温タンクに入札通水管によ っ て高狙タ γ クに至る。シリンダ

排気は各室に噴射混合して水の温度を上昇する。 9600形の一部

*'K 

9600, C 50 Jf:bの一部に装備されている。

ウオー γγ ト γ式は開放式中のIt毛利式で，加熱骨量，

給水ポ γプがーi本に作られ，別に炭水車には加熱タ

ンクをギ]していない。給水ポンプの水シ リ ンダは冷

水と獄水の 2 シリ γ ダがくし形になっており，両ピ

スト γが蒸気γ リ γ ダピスト γ と 1 木のピストゾ俸

で連結され， 冷水ポンプは710'ンクから冷水をくみ

上げて力!I熱骨量内に送り， /，鼠水ポ γ プは加熱器内の瓶

水をポイラに注入する。加熱総内にはシリンダ排気

を排気逆止め弁をとおして導いておき，冷水を上部

の送水弁から雨状にして排気中に噴出し， 混和させ

て温水とするものであるが， 国鉄では使用していな

い。(高桑五六)

き惨うすいそう 給水槽 (英)e!evated water tank 

鉄道においては憾|詫!車の運転用水はいうまでもなく ，

飲料水tまじめ各極作業用雑HJ71てはなくてはならないものである。

したがって水の所要量は多量で， 水質も選ばなければならない

ので，給水設備は相当に整備されている。

給水設備としては一般に井戸・河川・ 湖沼 ・池 ・沢水などを

7k源とし ， これより送水管によって獣情内またはこれに近疾し

ている{立舵に設けた貯水槽に導く。さらにこれを高架水槽に揚

水し，ある程度の水圧をもたせて構内各設備に配管した給水管

によって給水している。給水槽とは一般にこの高架水槽のこと

である。

適当な*を得る水i源確保には

なはだしく困難な館所では， 間1

，11の |ニ水道の水を購入し直接各

設備に給水しているものもあり ，

また自己水源の取水量不足の場

合は，不足量;の補給を上水道に

求めているものもある。この場

合1，1上水道を給水僧!に直結する

が，水j王の関係で貯水槽に滋入

しているものもある。

1 停車場における水の用途

(1) 機関車用水蒸気織関車

の述転用水は機関車の種類によ

って差異があるが，列車運転~ê: 1. 高架水憎

離 1 km当り約 1001 を援する。この運転用水を各般|刻区で給水

し，途中憾!関車給水駅で停車11寺分中に補給水を行う。 磁l刻事の

水機容fJ:は犠種によ って異なるが 17-25m' である。

(2) 飲料水旅客へのサービスとして隊内適当な箇所に洗

面所および飲水設備を設けている。また客車に飲料水を備え付

けているものもある。

(3) 客車給水客車の使所 ・ 洗面所用水を客車水槽に給水す

る。答111水槽の容誌は約 7001 である。 これは主として客車区

の洗じよう線および始発駅の出発線で給水するが， 途中給水駅

の活発本線で停車時間を利用して補給を行う。

(4) 車両洗じよう用水 客1君事の大掃除用水を，客貨車区洗




